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前半の内容

古事記・日本書紀で，天照大神の孫

ニニギが天空から地上に降りてくると

きに道案内をした、みちひらきの神

サルタヒコにあやかり、企業の

DXを目指す方向に導きたい思いを

込めました。
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IPAの紹介 詳しくはhttps://youtu.be/mByk_gTVR4s

https://youtu.be/mByk_gTVR4s
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このパート(前半)でお話ししたいこと

新たな価値を産み出す変革にITが寄与できること

技術的負債の回避・削減になること

DX推進のためのITシステムの課題を可視化する指標があります

レガシーシステムの刷新(ITモダナイゼーション)の際に，
特に気になる指標の項目をピックアップして提示

→ 後半パートへの投げかけとして



1. DXが求められる背景
2025年の崖，デジタル産業への変革
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参考情報です
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DXレポート と “2025年の崖”

⬧ DXレポート (2018年)
• 複雑化・ブラックボックス化された企業システムがDXを阻んでいる

• 2025年以降、これが最大12兆円/年（現在の約3倍）の経済損失を生じうる
（2025年の崖）

http://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/20180907_report.html

⬧ DXレポート2～2.1 (2020～2021年)
• 全体の９割がＤＸ未着手か途上 → レガシー企業文化からの脱却

• IT産業のあるべき姿を提唱 (警鐘)

• 短期的対応 ＋ 中長期的対応

• デジタル変革後の産業の姿，企業の姿の議論

• https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-1.pdf

• https://www.meti.go.jp/press/2021/08/20210831005/20210831005-1.pdf

⬧ DXレポート2.2 (2022年; 概要編)
• デジタル産業宣言

http://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/20180907_report.html
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-1.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2021/08/20210831005/20210831005-1.pdf


2. IPAのDX推進施策の構成と
プラットフォームデジタル化指標とは
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今回は“超”概要だけで駆け抜けます。
詳しくは第1回セミナーの公開ビデオをご覧ください。



次ページ
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IPAのDX推進施策の戦略マップ

自社の状況を把握しよう！

DX推進指標

● DX推進における健康診断

プラットフォームデジタル化指標

● ITシステムの精密検査

DX認定制度

● 優良なDXの取り組み事業者を国が認定

実行しよう！

共通プラットフォーム

● 非競争領域で協調する
業界のDX

Involve
外部の動向を把握しよう！

DX認定制度

● 他社のDX取り組み内容を知る

DXプロモーション

● 世の中のDX取り組み内容を知る

企業の

DX推進
サイクル

観
測
す
る

方
向
づ
け
る

実
行
す
る

決
定
す
る

企業・経営者
自らが

決断する！

巻
き
込
む

進むべき方向を検討しよう！

DX実践手引書

● 先進企業事例に基づいた
DXを実現するためのガイド

※OODAプロセス：米国空軍が開発した状況に応じたスピード感が必要な判断と実行を行うためのプロセス。PDCAよりもアジリティを求められる領域に向いているといわれている。

進むべき方向を検討しよう！

DX実践手引書

● 先進企業事例に基づいた
DXを実現するためのガイド

自社の状況を把握しよう！

DX推進指標

● DX推進における健康診断

プラットフォームデジタル化指標

● ITシステムの精密検査

DX認定制度

● 優良なDXの取り組み事業者を国が認定
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関連施策の位置づけ

ここからのご説明はこの部分について
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プラットフォーム(PF)デジタル化指標は…
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どんなことがわかるか？

機能システム別の対応 全社での対応
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《補足》 ITベンダ・コンサルティングファームの方へ

顧客のDX推進をサポートする際のツールにも…



3. ITモダナイゼーションの際に気になる事項
(プラットフォームデジタル化指標(PFD指標)の評価項目から)
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診断指標の全体構成

対象 種別 大分類 項目数

I
T
シ
ス
テ
ム
全
体

属性情報 財務 5

評価項目

機能システム間の独立性
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データ活用の仕組み

運用の標準化

ガバナンス

プロジェクトマネジメント、品質

セキュリティ、プライバシー

CIO、デジタル人材

機
能
シ
ス
テ
ム
ご
と

属性情報

事業特性
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影響度

システム特性

保有リソース

IT資産の状況

評価項目

①DX対応に求められる要件

データ活用性

46

アジリティ(ユーザ要件への対応)

アジリティ(非機能要件への対応)

スピード

②基礎的な
要件

ITシステム品質
利用品質

開発品質

IT資産の健全性

PFデジタル化指標は大きく分けて ITシステム全体 と 機能システムごと から構成される。
さらにこれらは 属性情報 と 評価項目 から構成される。

企業のITシステム全体を評価す
る。

企業のITシステム全体を構成す
る「機能システム」を評価。

評価する上で把握しておくべき
特性・状況など。

目指すべき状態に対して現状が
どのような状態であるかを評価。

DX実現に必要な変化への柔軟
かつ迅速な対応、データ活用の
度合を評価。

DX対応上で前提となる、ソフト
ウェア品質および技術的負債の
状況を評価

各社に共通の項目とする
（個社固有の観点は入れ
ない）

機能システムごとの項
目については、一部項
目は評価対象外とする
ことも可能
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次ページ以降で
取り上げる項目

①

②

③
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PFD指標の例とモダナイゼーションで気になる点①
指標の分類・項目 評価項目の説明

機能システムごと／評価項目(DX対応に求められる要件)

データ活用性 ※SoR/SoEともに

データの鮮度 活用すべきデータをリアルタイムに取得できるか。
※リアルタイムに取得するデータは、リアルタイムにも、日
次や月次などにも活用可能

データの量の変
化への対応

定義済データ項目について、必要十分なだけのデータ量
を取得しているか。また、データ量を柔軟に拡張可能か。

データ分析への
インプット方法

取得データを、AI（機械学習／深層学習など）や、データ
分析のシステムに容易にインプットできる仕組みになって
いるか

DXのキモのひとつはデータ活用。

そのためには活用できるようにす

る「仕組み」も必要で，従来は特

定アプリだけが使っていたデータ

を活用できるかどうか。そのような

オープンさを持たせられるかどうか

も，モダナイゼーションへの期待の

ひとつではないか。しかし，そこま

で期待をするのは無茶ぶりだろう

か。

モダナイゼーション観点で気になる点
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PFD指標の例とモダナイゼーションで気になる点②
指標の分類・項目 評価項目の説明

機能システムごと／評価項目(DX対応に求められる要件)

アジリティ(ユーザ要件への対応)

要件変更し易い
実装

小さい業務機能などの単位で、独立して開発できるよう
な作りになっているか(適切なデータ分離、機能分割、構
造化、カプセル化、重複や矛盾のないデータ、必要十分
な設計情報の記述、など)

迅速な対応のた
めの組織・体制

事業責任者、業務担当、システム担当が三位一体となっ
て、製品/サービスのシステム対応を迅速に実施できる組
織・体制を取っているか
※システム対応の度に、社内調整、承認などで時間をか
けないため

エコシステムの
活用、連携の容
易さ

外部のエコシステムの活用・連携が容易な方式を取って
いるか
例:サーバレスなビジネスロジック実行基盤、NoSQLデー
タベース

外部エコシステムと連携するには，

旧システムとは異なるシステム間

連携やミドルウェア(比較的新しい

技術)に対応したい場合もあるだ

ろう。その場合，採用したモダナイ

ゼーション手法やツールが事前に

想定されているものでないと対応

困難と推察する。希望する連携を

実現するならば結局は新規開発

をせざるを得ないだろうか。

モダナイゼーション観点で気になる点
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PFD指標の例とモダナイゼーションで気になる点③
指標の分類・項目 評価項目の説明

機能システムごと／評価項目(基礎的な要件)

IT資産の健全性

ソフトウェア資産
の最適化

品質管理標準に従って、最適な設計・ロジックの追加や
修正が継続的に実施された結果、ソフトウェア資産は最
適な状態になっているか。
※目的:ロジックを簡潔にして、スパゲッティ化を防ぐため
※問題となる例: 難解で、修正しにくい、デグレし易い、
コーディング不適切なモジュール構成・分割

不要なソフトウェ
ア資産を増やさ
ない

使われないコーディング、不要なコーディングを組み込ま
ない、かつ、共通的な処理は部品化され、活用するよう徹
底した結果、不要なソフトウェア資産がない状態になって
いるか
※目的:ソフトウェア資産の肥大化を防ぐため
※問題となる例:使われない、または無駄なコーディング
がソースコードに含まれているあちこちに似たようなコー
ディングをしている機能が少ない割に規模が大きい

元のアプリが複雑化・スパゲティ化

している場合は，そのままで移行

することにならないだろうか。同様

に，使われないコード部分もそっく

り移すことにならないか。

保守性・変更可能性を確保するた

めに，ソフトウェア資産を最適化す

るための工夫はないだろうか。

モダナイゼーション観点で気になる点
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それでは､後半へ…

◆ お問合せ先 ◆

電子メール： ikc-dx-pfd@ipa.go.jp
(IPA プラットフォームデジタル化指標担当)

mailto:ikc-dx-pfd@ipa.go.jp?subject=DXIT協議会について
mailto:ikc-dx-pfd@ipa.go.jp?subject=DXIT協議会について
mailto:ikc-dx-pfd@ipa.go.jp?subject=DXIT協議会について


[付録]その他の関連施策・参考情報など
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DX実践手引書 ‐ スサノオ・フレームワーク
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DXに関する各種情報: 「DX SQUARE」
アクセスはこちら

https://dx.ipa.go.jp/

DX SQUAREは、DXに取り組むみなさんのため
のポータルサイトです。
みなさんの「学びたい！」「知りたい！」「実践した
い！」のために、さまざまな情報を発信しています。

学ぶ
DXの基礎知識を学びましょう

知る
さまざまな企業のDX推進事例や
お役立ち情報を知って実践に活かしましょ
う

つかう
各種ツールをうまく使ってDXを進めましょ
う

DX関連ニュース
各種メディア等の最新ニュースへのリンク
です

用語集
DXに関連する用語を集めました

「PFデジタル化指標」，
「DX実践手引書」など
は，「つかう」 からご
参照いただけます。

https://dx.ipa.go.jp/
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DXまるわかり！30分ランチタイム勉強会

https://dx.ipa.go.jp/dx-study-meeting
→ YouTube, IPA Webinar Channel 01

事前申し込み不要
後日アーカイブ動画として公開予定

4thシーズン:
2023/1/11〜3/29 (予定)

DX SQUARE (前ページ) で
すぐに見つかります

https://dx.ipa.go.jp/dx-study-meeting
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その他の情報源

IPA 社会基盤センター メールマガジン

https://www.ipa.go.jp/ikc/mailmag/index.html

https://twitter.com/IPA_DX

【仮称】DXはじめました＠IPA
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最後までご覧いただきありがとうございました。

◆ お問合せ先 ◆

電子メール： ikc-dx-pfd@ipa.go.jp
(IPA プラットフォームデジタル化指標担当)

mailto:ikc-dx-pfd@ipa.go.jp?subject=DXIT協議会について
mailto:ikc-dx-pfd@ipa.go.jp?subject=DXIT協議会について
mailto:ikc-dx-pfd@ipa.go.jp?subject=DXIT協議会について

